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ը教育・スポーツ～『たくましさ』をつなぐまちをめざして～第４章

施策の方針

施策の体系

未来の担い手となる子どもたちの「生きる力」を育むため、「確かな学力」、「豊かな
心」、「健やかな体」を育む、知徳体のバランスの取れた教育を推進します。

また、学校支援地域本部事業を中核として、学校・家庭･地域の連携・協働を推進
する体制を整え、子どもたちがふるさと柏崎に誇りと愛着を感じ、健やかな成長が図
られるよう取り組みます。

あわせて、安全・安心で快適な学校施設の整備・改修を計画的に進めるとともに、
適正規模の教育環境の整備について検討します。さらに、急速に進展する情報化社
会に児童生徒が適切かつ主体的に対応できるよう、ICT＊環境の整備と充実に取り
組みます。

第1節　子どもや若者の『たくましさ』をはぐくむ

 ̍ಙ体ͷόϥϯεͷऔΕͨڭҭΛਐΊΔ 

（１）確かな学力をはぐくむ教育の推進　（２）豊かな心をはぐくむ教育の推進
（３）健やかな体をはぐくむ教育の推進

 Λॆ࣮ͤ͞Δڥҭڭ̏ 

（１）良好な教育環境の整備　（２）教育現場の情報化の推進

 ̎Ҭ͙ΔΈͰࢠͲएऀΛҭͯΔ 

（１）地域に誇りと愛着の持てる教育の推進
（２）青少年育成活動の推進と家庭教育の支援
（３）子どもの健全育成支援の推進

ୈ̍અ　ࢠͲएऀͷh ͨ͘·͠͞ Λɦ͙͘Ή
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1　知徳体のバランスの取れた教育を進める

本市の児童生徒の学力は、各種学力調査結果によると、基礎的・発展的な内容の
いずれもおおむね良好であり、学習への意欲や関心も望ましい傾向にあります。特に、
小学生は、学習意欲が高く、家庭学習の時間も増加傾向にあります。一方、中学生
は、学力の定着に向けた家庭学習の時間が十分とはいえず、確かな学力の定着及び
向上のための教育の推進が必要です。

また、基礎学力の向上につながる読書習慣づくりの支援にも取り組んでいますが、
授業以外で１時間以上読書する児童生徒の割合は、全国平均を下回り、読書に親し
む環境づくりが求められています。

大きく変動する現代社会の中で、児童生徒の倫理観や規範意識も変化しつつあり
ます。また、人間関係の希薄化や実体験の不足なども課題として挙げられます。協
働により社会を形づくっていく上で求められるルールやマナーを学ぶこと、思いやりの
心や社会性の育成など、学校教育活動全体を通して豊かな心を育む必要性が高ま
っています。

小・中学校で実施されている体力テストの結果は、多くの種目で全国平均を上回り、
体力向上への取組に一定の成果が見られます。一方で、栄養の偏りや朝食の欠食、
肥満傾向などの課題もあります。このため、学校での体育や運動部活動、食育などを
通じて児童生徒の健康でたくましい心身の発達に向けた取組が求められています。

ಐੜెͷֶशʹର͢Δ関৺ɾҙཉࣇ

現況と課題

 

- 㻝㻡2 - 

 ੴ৬भংছথ५भोञઇをਤीる ڭ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᮏ市のඣ❺⏕ᚐの学力䛿、ྛ✀学力ㄪᰝ⤖ᯝによると、基♏的・Ⓨᒎ的なෆᐜのい䛪れも

おお䜐䛽Ⰻዲ䛷䛒り、学⩦䜈のពḧや㛵ᚰもᮃましいഴ向に䛒ります。≉に、ᑠ学⏕䛿、学⩦

ពḧが㧗䛟、ᐙᗞ学⩦の時間も増加ഴ向に䛒ります。一᪉、中学⏕䛿、学力の定╔に向けたᐙ

ᗞ学⩦の時間が༑ศと䛿ゝ䛘䛪、☜かな学力の定╔ཬ䜃向上のためのᩍ⫱の᥎進がᚲせ䛷

す。 

また、基♏学力の向上に䛴ながるㄞ᭩⩦័づ䛟りのᨭにもྲྀり⤌䜣䛷いますが、ᤵ業௨እ

䛷䠍時間௨上ㄞ᭩するඣ❺⏕ᚐの合䛿、全ᅜᖹᆒをୗᅇり、ㄞ᭩にぶし䜐⎔ቃづ䛟りがồめ

䜙れ䛶います。 

き䛟ኚືする⌧௦♫の中䛷、ඣ❺⏕ᚐの理ほやつ⠊ព㆑もኚ化し䛴䛴䛒ります。また、

ே間㛵係のᕼⷧ化やᐇ体㦂の㊊などもㄢ㢟とし䛶ᣲ䛢䜙れます。協働により♫をᙧづ䛟䛳

䛶い䛟上䛷ồめ䜙れる䝹ー䝹や䝬䝘ーを学䜆こと、ᛮいやりのᚰや♫ᛶの⫱ᡂなど、学校ᩍ

⫱άື全体を㏻し䛶㇏かなᚰを⫱䜐ᚲせᛶが㧗ま䛳䛶います。 

ᑠ・中学校䛷ᐇ施䛥れ䛶いる体力䝔ス䝖の⤖ᯝ䛿、ከ䛟の✀┠䛷全ᅜᖹᆒを上ᅇり、体力向

上䜈のྲྀ⤌に一定のᡂᯝが見䜙れます。一᪉䛷、ᰤ㣴の೫りやᮅ㣗のḞ㣗、⫧‶ഴ向などの

ㄢ㢟も䛒ります。このため、学校䛷の体⫱や運ື㒊άື、㣗⫱などを㏻䛨䛶ඣ❺⏕ᚐのᗣ䛷

た䛟ましいᚰ㌟のⓎ㐩に向けたྲྀ⤌がồめ䜙れ䛶います。 

 

 ಐੜెͷֶशʹର͢Δؔ৺ɾҙཉࣇ
ʢ୯Ґɿˋʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

খֶߍ � ੜ ���� ���� ���� ���� ���� 

தֶߍ � ੜ ���� ���� ���� ���� ���� 

ʲࢿྉɿֶڭߍҭ՝ʳ 

˞ʮશྗֶࠃɾֶशঢ়گௐࠪʯͷࣇಐੜె࣭ࢴௐࠪʹ͓͚Δࠃ語ٴͼࢉɾֶͷؔ৺ɾҙཉʹؔ͢Δ࣭
ʢʮࠃ語ɺࢉɾֶͷษڧ͖Ͱ͔͢ʯʣʹରͯ͠ɺʮͦ͏͏ࢥʯʮͲͪΒ͔ͱ͍͑ɺͦ͏͏ࢥʯͱߠ
ఆతͳճΛͨ͠ࣇಐੜెͷׂ߹ʢɺࠃ語ͱࢉŋֶͷฏۉʣ 

˞ฏ �� ɺ౦ຊେࡂͷͨΊະ࣮ࢪɻฏ �� ɺฏ �� நग़ௐࠪͰ͋ΓɺҰ෦ͷࣇಐੜ
ెͷΈ࣮ࢪ 
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（１）確かな学力をはぐくむ教育の推進
児童生徒が意欲を持って主体的に学ぶことができるよう、小・中学校や家庭と連携

した取組を進めるとともに、児童生徒の学習習慣を確立させ、学ぶ意欲と学力の向上
に努めます。

また、児童生徒の読書に親しむ環境の整備を通じて主体的で意欲的な読書活動
を推進し、読書習慣を形成します。

（２）豊かな心をはぐくむ教育の推進
日々の教育活動の中で道徳教育を充実するとともに、一人ひとりの児童生徒が活

躍できる場を大切にし、倫理観や自己有用感を育みます。また、学校間や家庭・地域
との円滑な連携を進めながら、多様な交流の場や体験活動、優れた芸術文化に触れ
る機会を設けるなど、豊かな人間性を育む教育活動を推進します。

（３）健やかな体をはぐくむ教育の推進 «健康・元気・いきいき戦略»
運動の楽しさや喜びを味わいながら、主体的・協働的に課題を解決する力を育む

とともに、児童生徒が自らの体力向上を実感できる「１学校１取組」運動を計画的に
進めます。

望ましい生活習慣の確立に向け、栄養教諭等の専門性をいかした授業、地場産食
材を活用した学校給食の推進など、食育に関する指導を充実するとともに、家庭への
情報提供により、食育に対する理解を深めます。

主要施策の
基本方向

学校で作成した学習や生活の手引き
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ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

ʮࠃ語ٴͼࢉɾֶͷษڧ͖ʯͱճ͢Δ
 ߹ಐੜెͷׂࣇ

খֶ̒ߍੜ ����ˋ 
தֶ̏ߍੜ ����ˋ 

খֶ̒ߍੜ ����ˋ 
தֶ̏ߍੜ ����ˋ 

ʮֶ͘ߦʹߍͷָ͍͠ʯͱ͍ͯ͡ײΔࣇಐੜె
ͷׂ߹ 

খֶ̒ߍੜ ����ˋ 
தֶ̏ߍੜ ����ˋ 

খֶ̒ߍੜ ����ˋ 
தֶ̏ߍੜ ����ˋ 

Λ্ճ͍ͬͯΔମྗۉฏࠃಐੜెͷମྗ͕શࣇ
ςετͷछͷׂ߹ 

����ˋ 
ʢฏ �� ʣ ����ˋ 

˞ʮࠃ語ٴͼࢉɾֶͷษڧ͖ʯͱճ͢Δࣇಐੜెͷׂ߹ٴͼʮֶ͘ߦʹߍͷָ͍͠ʯͱ͍ͯ͡ײ
Δࣇಐੜెͷׂ߹ɺશྗֶࠃɾֶशঢ়گௐࠪͷࣇಐੜె࣭ࢴௐࠪ݁ՌʹΑΔɻ 

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

ಋิॿһͷࢦͷˎڃԉֶࢧಛผڃ௨ৗֶ ۀࣄಋิॿࢦ
ஔʹΑΔֶशࢦಋੜెࢦಋͷิॿɾࢧԉͷ
 ࢪ࣮

 ࢢ

ਤॻؗαーϏεۀࣄ ਤॻؗͷֶߍಡॻࢧԉһͷஔ 
Ҏ֎ͰͷՈఉߍΑΔֶʹܞͱਤॻؗͷ࿈ߍֶ
ಡॻɾՈಡॻʮՈಡʢ͏ͪͲ͘ʣʯͷਪਐ 

 ࢢ

ӳ語ڭҭਪਐࠃ֎ ۀࣄਓࢦಋॿखΛ׆用ͨ͠খɾதֶߍʹ͓͚Δ
ӳ語ڭҭͱڭࡍࠃҭͷॆ࣮ 

 ࢢ

ʮࢠͲເɾײಈɾឺϓϩ
ジΣΫτʯਪਐۀࣄ 

ͲͨͪʹເͱࢠΛ୲͏࣍ɺ͍͓ͯʹߍֶ֤
 ࢪಈͷ࣮׆ಈΛ༩͑ɺឺΛҭΉಛ৭͋Δײ

 ߍɾখɾதֶࢢ

 ݧͷͮ͘Γͷָ͠͞େ͞ͷମ ۀࣄӡӦ࠲ߨ͚Ͳࢠ
ࢠ༑ୡಉ࢜ͷίϛϡχέーγϣϯΛਤΔߨ
 ࢪͷ࣮࠲

 ࢢ

ମྗ্ʮֶ̍̍ߍऔʯ
ӡಈۀࣄ 

ಐੜెͷମྗ໘Ͱͷ࣮ଶɾ՝ࣇΔ͚͓ʹߍֶ֤
ʹଈͨ͠׆ಈͷਪਐ 

 ࢢɾݝ

৯ҭਪਐ׆ಈۀࣄ ମ׆ݧಈΛ௨ֶͨ͡ಐظʹ͓͚Δ৯ҭͷਪਐ ࢢ 

 

  

施策の目標指標

主要な事務事業



155

ୈ
̏
編ɾୈ
̐
ষɹ
ڭ
ҭɾε
ϙ
ồ
π
Ỗứ
ͨ
͘
·
͠
͞
ỪΛ
ͭ
ͳ
͙
·
ͪ
Λ
Ί
͟
͠
ͯ
Ỗ

લ
ظ
ج
ຊ
ܭ
ը

移動図書館（枇杷島小学校）
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- 㻝㻡㻢 - 

 ୠएるादनुृをथる ڮ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᮏ市䛿、┠指すᏊどもീとし䛶、「柏崎にឡ╔を῝め、りを持䛴Ꮚども」をᥖ䛢、学校・ᆅ

ᇦ・㛵係ᶵ㛵の連携により、柏崎の䜂と・もの・ことをいかし、䛭こか䜙学䜆学⩦を進め䛶います。

ᘬき⥆き、柏崎の䛒䜙䜖ることに䛴い䛶䛭の㨩力を▱り、᭦にⰋ䛥をឤ䛨、䛭の上䛷ᮍ᮶を見㏻

し䛶⮬ศ⮬㌟が柏崎とどのよ䛖に㛵䜟䛳䛶い䛟かを⪃䛘る学⩦にྲྀり⤌䜏、ᆅᇦにりとឡ╔を

持䛴Ꮚどもた䛱を⫱䛶ることがᚲせ䛷す。 

また、Ꮚどもた䛱をྲྀりᕳ䛟ᵝ䚻なㄢ㢟にᑐᛂするために䛿、学校・ᐙᗞ・ᆅᇦが連携を図り、

ᆅᇦ䛠る䜏䛷Ꮚどもを⫱䛶ることが㔜せ䛷䛒り、ᵝ䚻なᙧ䛷ᆅᇦが学校をᨭすることがษ䛷

す。 

経῭的な理⏤䛷ᑵ学ᅔ㞴なඣ❺⏕ᚐ、≉ูᨭ学⣭＊ᅾ⡠ඣ❺⏕ᚐの保ㆤ者にᑐし䛶䛿、

ᑵ学ຓ費や≉ูᨭᩍ⫱ᑵ学ዡບ費の⿵ຓを行䛳䛶いますが、⏦ㄳし䛶いない䜿ースも䛒

り、きめ⣽かなᨭがồめ䜙れ䛶います。また、䝁䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵䞁䝒ー䝹＊のከᵝ化か䜙、ሗ

䝰䝷䝹ᩍ⫱のᐇを図ることがᚲせ䛷す。 

≉ูなᩍ⫱的䝙ー䝈の䛒るඣ❺⏕ᚐが増加し、┦ㄯෆᐜも」㞧化するなど、ᑵ学時や⩏ົ

ᩍ⫱⤊ᚋの┦ㄯ・ᨭのᚲせᛶが㧗ま䛳䛶います。Ⓩ校ඣ❺⏕ᚐ䛿減ᑡഴ向に䛒るもの

の、中㏥や༞業にకい学校のᨭが↓䛟なること䛿、䝙ー䝖や䜂きこもりなどのせᅉにもなりᚓる

ことか䜙、ษれ┠のない┦ㄯᨭ体制のᙉ化がᮃまれます。 

Ꮚどもた䛱がክを持䛱、ᑗ᮶のᒎᮃをษり䜂䜙い䛶いけるよ䛖、働䛟ことのษ䛥を学䜆ことが

㔜せ䛷す。中学⏕をᑐ㇟に䜻䝱䝸䜰ᩍ⫱＊をᑟධし䛶いますが、ᘬき⥆き業・ᆅᇦ・行ᨻが連

携し䛶ྲྀり⤌䜐ことがᚲせ䛷す。 

 

ಛผࢧԉֶٴڃͼ௨ࢦڃಋࣨڭˎ 
ʢ୯Ґɿਓʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

ಛผࢧԉֶࡏڃ੶ࣇಐੜె ��� ��� ��� ��� ��� 

௨ࢦڃಋࣨڭ௨ࣇڃಐੜె ��� ��� ��� ��� ��� 

ʲࢿྉɿֶڭߍҭ՝ʳ 

 

  

2　地域ぐるみで子どもや若者を育てる

本市は、目指す子ども像として、「柏崎に愛着を深め、誇りを持つ子ども」を掲げ、学
校・地域・関係機関の連携により、柏崎のひと・もの・ことをいかし、そこから学ぶ学習
を進めています。引き続き、柏崎のあらゆることについてその魅力を知り、更に良さを
感じ、その上で未来を見通して自分自身が柏崎とどのように関わっていくかを考える
学習に取り組み、地域に誇りと愛着を持つ子どもたちを育てることが必要です。

また、子どもたちを取り巻く様々な課題に対応するためには、学校・家庭・地域が連
携を図り、地域ぐるみで子どもを育てることが重要であり、様々な形で地域が学校を
支援することが大切です。

経済的な理由で就学困難な児童生徒、特別支援学級＊在籍児童生徒の保護者に
対しては、就学援助費や特別支援教育就学奨励費の補助を行っていますが、申請し
ていないケースもあり、きめ細かな支援が求められています。また、コミュニケーショ
ンツール＊の多様化から、情報モラル教育の充実を図ることが必要です。

特別な教育的ニーズのある児童生徒が増加し、相談内容も複雑化するなど、就学
時や義務教育終了後の相談・支援の必要性が高まっています。不登校児童生徒は
減少傾向にあるものの、中退や卒業に伴い学校の支援が無くなることは、ニートやひ
きこもりなどの要因にもなり得ることから、切れ目のない相談支援体制の強化が望ま
れます。

子どもたちが夢を持ち、将来の展望を切りひらいていけるよう、働くことの大切さを
学ぶことが重要です。中学生を対象にキャリア教育＊を導入していますが、引き続き
企業・地域・行政が連携して取り組むことが必要です。

ಛผࢧԉֶٴڃͼ௨ࢦڃಋࣨڭˎ

現況と課題
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（１）地域に誇りと愛着の持てる教育の推進 «地域の宝・育成戦略»
子どもたちの地域に対する誇りと愛着を育む学習環境の整備に向け、教育機関や

社会教育施設と学校が連携を図りながら、キャリア教育＊や「柏崎学＊」を推進し、ふる
さと柏崎の魅力を学びながら、将来を担う人材を育成します。

また、地域について学んだことをいかし、柏崎の活性化に向けたアイデアや自分た
ちが住む地域への提言などを加え、その成果を発信する学習を展開します。

地域コーディネーター＊や地域ボランティアの確保と育成により、学校と地域の連
携の強化を図り、「ともに歩む地域の学校」を目指した取組を進めます。

（２）青少年育成活動の推進と家庭教育の支援
教育大綱に掲げる「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」の推進に向け、学校・

家庭・地域が連携を深めながら、親子で取り組む「良い習慣づくり」に取り組みます。
また、子どもが生まれ育った環境に関係なく健やかに成長できるよう、経済的な理

由で就学困難な児童生徒の保護者などに対し、就学に係る経済的負担の軽減に努
めます。

さらに、子どもの発達段階に応じ、コミュニケーションツール＊の望ましい利用や危
険性について学ぶ情報モラル教育の推進に努めます。

（３）子どもの健全育成支援の推進
特別な教育的ニーズのある児童生徒を支援するため、指導補助員や介助員を配

置するとともに、特別支援学級＊や通級指導教室＊の整備を進めます。また、幼稚園・
保育園や学校・家庭・地域との連携を深め、成長段階に応じた切れ目のない支援の
充実に努めます。

不登校などの困難を抱える子どもや若者の育成支援体制の強化、相談機関相互
の連携を図るとともに、若者の自立を促すため、長岡地域若者サポートステーション＊

を活用します。
あわせて、子どもたちの生きる力を育むため、多様な学習機会を提供します。

主要施策の
基本方向

「中学生お仕事創生塾」自律走行ロボットを作ろう！
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施策の目標指標

主要な事務事業
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教職員を対象とした「柏崎学～綾子舞～」研修講座
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3　教育環境を充実させる

学校施設は、教育施設としての役割のほか、コミュニティや防災拠点としての役割
も担っています。このため、施設の改修に当たっては、建物本体の老朽化のほか、環
境性能、バリアフリー＊化、防災機能への対応が必要です。

あわせて、児童生徒数が減少している中、施設の規模や地域の動向などを見極め
つつ、教育に適した配置と計画的な施設環境の維持が重要です。

情報化社会の進展により、児童生徒の情報活用能力の育成と情報モラル教育の
推進などが不可欠であることから、情報教育に対する教員の指導力の向上が求めら
れています。

本市の小・中学校では、校務PCや教育情報支援システム＊の導入などにより、グ
ループウェア＊を活用した事務処理の効率化が図られました。デジタル教科書＊や
WEBミュージアム＊などのソフトを日常の授業でいかしていくため、ICT＊機器の整備
促進や活用環境の充実を図ることが必要です。

また、国の施策や動向に速やかに対応できるよう、学校のICT環境の定期的な更
新やメンテナンス、教職員研修やサポート体制の充実が求められています。

খɾதֶߍͷະվम໘ੵ

現況と課題

改築時期を迎えている東中学校

 

- 㻝㻢㻜 - 

３ ઇ୭をౄৰऔचる 

【ྵඞƱᛢ᫆】 

学校施設䛿、ᩍ⫱施設とし䛶のᙺの䜋か、䝁䝭䝳䝙䝔䜱や㜵⅏ᣐⅬとし䛶のᙺもᢸ䛳䛶

います。このため、施設のᨵಟにᙜた䛳䛶䛿、建≀ᮏ体の⪁ᮙ化の䜋か、⎔ቃᛶ⬟、䝞䝸䜰䝣

䝸ー＊化、㜵⅏ᶵ⬟䜈のᑐᛂがᚲせ䛷す。 

䛒䜟䛫䛶、ඣ❺⏕ᚐᩘが減ᑡし䛶いる中、施設のつᶍやᆅᇦのື向などを見ᴟめ䛴䛴、ᩍ

⫱に適した配置と計画的な施設⎔ቃの維持が㔜せ䛷す。 

ሗ化♫の進ᒎにより、ඣ❺⏕ᚐのሗά⏝⬟力の⫱ᡂとሗ䝰䝷䝹ᩍ⫱の᥎進などが

ྍḞ䛷䛒ることか䜙、ሗᩍ⫱にᑐするᩍဨの指ᑟ力の向上がồめ䜙れ䛶います。 

ᮏ市のᑠ・中学校䛷䛿、校ົ 㻼㻯 やᩍ⫱ሗᨭ䝅ス䝔䝮＊のᑟධなどにより、䜾䝹ー䝥ウ䜵

䜰＊をά⏝した事ົฎ理のຠ⋡化が図䜙れました。䝕䝆䝍䝹ᩍ⛉᭩＊や 㼃㻱㻮 䝭䝳ー䝆䜰䝮＊など

の䝋䝣䝖を᪥ᖖのᤵ業䛷いかし䛶い䛟ため、㻵㻯㼀＊ᶵჾのᩚഛಁ進やά⏝⎔ቃのᐇを図ること

がᚲせ䛷す。 

また、ᅜの施⟇やື向に㏿やかにᑐᛂ䛷きるよ䛖、学校の 㻵㻯㼀 ⎔ቃの定ᮇ的な᭦新や䝯䞁䝔

䝘䞁ス、ᩍ⫋ဨ◊ಟやサ䝫ー䝖体制のᐇがồめ䜙れ䛶います。 

 

খɾதֶߍͷະվम໘ੵ 
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վஙظ࣌Λܴ͍͑ͯΔ౦தֶߍ 
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- 㻝㻢㻝 - 

【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 Ⰻዲ䛺ᩍ⫱⎔ቃ䛾ᩚഛ 

ඣ❺⏕ᚐのᏳ全・Ᏻᚰ、また、⅏ᐖ時のᆅᇦఫ民の㑊㞴ᡤ・㑊㞴ሙᡤとし䛶のᶵ⬟をᯝたす

学校施設とするため、「学校施設の長寿命化計画」に基づいた計画的なᨵ⠏・ᨵಟを行います。

また、ඣ❺⏕ᚐの減ᑡᩘにᛂ䛨たᩍ⫱⎔ቃのᩚഛに䛴い䛶᳨ウします。 

䠄䠎䠅 ᩍ⫱⌧ሙ䛾ሗ䛾᥎㐍 

ඣ❺⏕ᚐのሗά⏝⬟力の⫱ᡂとሗ䝰䝷䝹ᩍ⫱を᥎進するため、ᩍ⫋ဨにᑐする 㻵㻯㼀＊

ά⏝◊ಟやサ䝫ー䝖体制をᐇし、指ᑟ力を㧗めます。 

また、䝕䝆䝍䝹ᩍ⛉᭩＊や 㼃㻱㻮 䝭䝳ー䝆䜰䝮＊などの䝕䝆䝍䝹ᩍᮦのຠᯝ的なά⏝に向け、

ᩍ⫋ဨ◊ಟのᐇと 㻵㻯㼀 㛵連ᶵჾのᩚഛを᳨ウします。 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 
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 ࢢ

 ࢢ վम͚ͨʹઃͷण໋Խࢪ ۀࣄઃण໋Խࢪߍֶ

ใثػཧࣇ ۀࣄಐੜెɾڭ৬һͷใڭҭڥͷॆ࣮ ࢢ 

 ԉࢧಋࢦΔؔ͢ʹثػ৬һͷใڭ ۀࣄԉࢧҭใڭ
*$5  ࢪमͷ࣮ݚ用׆

 ࢢ

 

 

 

 

 

 

  

（１）良好な教育環境の整備
児童生徒の安全・安心、また、災害時の地域住民の避難所・避難場所としての機能

を果たす学校施設とするため、「学校施設の長寿命化計画」に基づいた計画的な改
築・改修を行います。また、児童生徒の減少数に応じた教育環境の整備について検
討します。

（２）教育現場の情報化の推進
児童生徒の情報活用能力の育成と情報モラル教育を推進するため、教職員に対す

るICT＊活用研修やサポート体制を充実し、指導力を高めます。
また、デジタル教科書＊やWEBミュージアム＊などのデジタル教材の効果的な活用

に向け、教職員研修の充実とICT関連機器の整備を検討します。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業
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むかしのくらしと道具展（博物館）
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施策の方針

施策の体系

誰もが生涯にわたり、生きがいを持ちながら主体的に学び続けられる環境をつくる
ため、いつでも、どこでも学べる機会を創出するとともに、様々な機関・施設・団体と連
携しながら、多様な生涯学習ニーズに対応する学習内容を提供します。

また、図書館、博物館など、生涯学習に活用される社会教育環境の充実に取り組
みます。

さらに、学びの成果を地域社会における様々な地域活動、教育活動にいかせるよ
う、多様な主体と連携した生涯学習を推進します。

第2節　学びを通じて地域の『たくましさ』をはぐくむ

 ֶ̍ͼͷ機会Λॆ࣮ͤ͞Δ 

（１） 多様な学習・交流機会の提供　（２）社会教育環境の充実

 ̎ՈఉɾҬͷڭҭྗΛߴΊɺڞॿࣾ会Λܗ͢Δ 

（１） 地域づくりへの学習成果の活用
（２） 様々な主体との連携による生涯学習の充実

ୈ̎અ　ֶͼΛ௨ͯ͡Ҭͷh ͨ͘·͠͞ Λɦ͙͘Ή
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1　学びの機会を充実させる

市民一人ひとりが生涯にわたり、主体的に学習活動に取り組めるよう、年代やジャ
ンル別など、市民の生涯学習ニーズに合った学習機会が得られる環境づくりが求め
られています。

教育を中心とした関連分野と連携した取組を進めていますが、多様化する学習ニ
ーズに応じた講座内容の見直しやインターネットの活用、専門性のある内容の学習
機会の提供が重要です。

また、市民がいつでも、どこでも自己実現による生きがいづくりが進められるよう、
生涯学習に関する情報を広く発信し、関係機関と連携しながら幅広い生涯学習ニー
ズに的確に応えていくことが必要です。

図書館や博物館は、読書活動や資料収集などを通じて市民が郷土の歴史・文化
を身近に学習することのできる施設として利用されています。しかしながら、情報デジ
タル技術が進歩している中、施設や設備は老朽化が進んでいることから、改修やリニ
ューアルなど、時代の変化に適応した整備が求められています。

ੜֶ֔शͷঢ়گ

現況と課題

 

- 㻝㻢4 - 

 लभਃভをౄৰऔचる৾ ڭ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

市民一ே䜂とりが⏕ᾭに䜟たり、体的に学⩦άືにྲྀり⤌めるよ䛖、ᖺ௦や䝆䝱䞁䝹ูなど、

市民のከᵝな⏕ᾭ学⩦䝙ー䝈に合䛳た学⩦ᶵがᚓ䜙れる⎔ቃづ䛟りがồめ䜙れ䛶います。 

ᩍ⫱を中ᚰとした㛵連ศ㔝と連携したྲྀ⤌を進め䛶いますが、ከᵝ化する学⩦䝙ー䝈のኚ

化にᛂ䛨たㅮᗙෆᐜの見┤しや䜲䞁䝍ー䝛䝑䝖のά⏝、ᑓ㛛ᛶの䛒るෆᐜの学⩦ᶵのᥦ౪が

㔜せ䛷す。 

また、市民がい䛴䛷も、どこ䛷も⮬ᕫᐇ⌧による⏕きがいづ䛟りが進め䜙れるよ䛖、⏕ᾭ学⩦に

㛵するሗをᗈ䛟Ⓨಙし、㛵係ᶵ㛵と連携しなが䜙ᖜᗈい⏕ᾭ学⩦䝙ー䝈に的☜にᛂ䛘䛶い䛟

ことがᚲせ䛷す。 

図᭩㤋や༤≀㤋䛿、ㄞ᭩άືや㈨ᩱ㞟などを㏻䛨䛶市民が㒓ᅵのṔྐ・ᩥ化を㌟㏆に学

⩦することの䛷きる施設とし䛶⏝䛥れ䛶います。しかしなが䜙、ሗ䝕䝆䝍䝹技術が進Ṍし䛶

いる中、施設や設ഛ䛿⪁ᮙ化が進䜣䛷いることか䜙、ᨵಟや䝸䝙䝳ー䜰䝹など、時௦のኚ化に

適ᛂしたᩚഛがồめ䜙れ䛶います。 
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- 㻝㻢㻡 - 

【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 ከᵝ䛺Ꮫ⩦䞉ὶᶵ䛾ᥦ౪ 䍾ᗣ䞉ඖẼ䞉䛔䛝䛔䛝ᡓ␎䍿 

市民の⏕ᾭ学⩦䝙ー䝈にᛂ䛘るため、㛵係ᶵ㛵やྛ✀団体と連携・協力し、学⩦ㅮᗙཷㅮ

者のព見をྲྀりධれなが䜙、ከᵝな学⩦䝙ー䝈にᛂ䛨たㅮᗙ䝯䝙䝳ーをᐇします。 

また、㧗㱋者や㞀がい者もẼ㍍にཷㅮ䛷きる学⩦⎔ቃのᩚഛにດめます。䛥䜙に、ᑓ㛛ᛶの

㧗いㄢ㢟ᑐᛂᆺ䝥䝻䜾䝷䝮をᑟධし、┠的を᫂☜にした学⩦ᶵをᥦ౪します。 

ྛ⏕ᾭ学⩦団体の学⩦ពḧを㧗めるため、学⩦のሙのฟやάືのᨭにྲྀり⤌䜏、ྛ

団体とのὶᶵをᐇします。 

䠄䠎䠅 ♫ᩍ⫱⎔ቃ䛾ᐇ 

⏕ᾭ学⩦㛵連施設との連携を図りなが䜙、学⩦ᶵのฟや学⩦㈨※の共有化を図り、♫

ᩍ⫱⎔ቃの体⣔的䛷ᡓ␎的な体制を䛴䛟ります。また、㼃㻱㻮 䝭䝳ー䝆䜰䝮＊のά⏝により、ከ

䛟の市民がᆅᇦの⮬↛・Ṕྐ・ᩥ化にゐれ、Ⓨ見する学⩦ᶵをᐇし、市民の㒓ᅵឡの㔊ᡂ

にດめます。 

図᭩㤋や༤≀㤋䛿、ㄞ᭩άືのᨭや画ᒎ♧の㛤ദなどにより、市民が▱り、学䜆ᴦし

䜏など、⏕ᾭ学⩦にゐれるᶵをᥦ౪します。また、ሗ化の進ᒎにᑐᛂした䝕䝆䝍䝹㈨ᩱの

ᩚഛや保Ꮡを図りなが䜙、施設のᐇにດめる䜋か、市民䝙ー䝈にᑐᛂした施設・設ഛの⿵ಟ

や᭦新を進めます。 

≉に、༤≀㤋に䛴い䛶䛿、ேᩥ⣔ᒎ♧䝁ー䝘ーの䝸䝙䝳ー䜰䝹を行䛖とともに、䜅る䛥とே≀

㤋のᶵ⬟を⤫合し、「柏崎学＊」を᥎進するᣐⅬの一䛴となるよ䛖ᐇします。 
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（１）多様な学習・交流機会の提供 «健康・元気・いきいき戦略»
市民の生涯学習ニーズに応えるため、関係機関や各種団体と連携・協力し、学習

講座受講者の意見を取り入れながら、多様な学習ニーズに応じた講座メニューを充
実します。

また、高齢者や障がい者も気軽に受講できる学習環境の整備に努めます。さらに、
専門性の高い課題対応型プログラムを導入し、目的を明確にした学習機会を提供し
ます。

各生涯学習団体の学習意欲を高めるため、学習の場の創出や活動の支援に取り
組み、各団体との交流機会を充実します。

（２）社会教育環境の充実
生涯学習関連施設との連携を図りながら、学習機会の創出や学習資源の共有化

を図り、社会教育環境の体系的で戦略的な体制をつくります。また、WEBミュージ
アム＊の活用により、多くの市民が地域の自然・歴史・文化に触れ、発見する学習機会
を充実し、市民の郷土愛の醸成に努めます。

図書館や博物館は、読書活動の支援や企画展示の開催などにより、生涯学習に触
れる機会を提供します。また、情報化の進展に対応したデジタル資料の整備や保存
を図りながら、施設の充実に努めるほか、市民ニーズに対応した施設・設備の補修や
更新を進めます。

特に、博物館については、人文系展示コーナーのリニューアルを行うとともに、ふる
さと人物館の機能を統合し、「柏崎学＊」を推進する拠点の一つとなるよう充実します。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業
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2　家庭・地域の教育力を高め、共助社会を形成する

生涯学習の成果を地域づくりにいかしていくため、専門的な知識や技術を持った
人材の確保や育成が重要です。本市では、生涯学習の成果の活用を目的とした生
涯学習地域人材バンク＊を進めていますが、学習の成果を提供する側とされる側を
いかに結び付けていくかが課題です。

市内２大学との連携による市民大学や職員が行政の取組、事業等について解説す
る出前形式の講座など、市民の学習機会を提供しています。引き続き、特色ある生涯
学習講座を提供できるよう、市民の学習ニーズの把握に努めるとともに、市内２大学
やコミュニティセンター、図書館、博物館等との連携を強化していくことが必要です。

また、学校の教育活動を支援する地域コーディネーター＊の確保と育成が必要です。

ҬίʔσΟωʔλʔ

現況と課題

昔話語り部教室（鯨波小学校）

 

- 㻝㻢㻢 - 

 ൦・ୠभઇৡをৈीؚ共ஃভをਛするੇ ڮ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

市民の学⩦䝙ー䝈がከᵝ化・㧗度化し䛶いることか䜙、ᑓ㛛的な▱㆑や技術を持䛳た指ᑟ者

の☜保や⫱ᡂがồめ䜙れ䛶います。ᮏ市䛷䛿、⏕ᾭ学⩦のᡂᯝをⓎし、ά⏝することを┠的

とした⏕ᾭ学⩦ᆅᇦேᮦ䝞䞁䜽＊䜈のⓏ㘓を᥎進し䛶います。ᆅᇦのᩍ⫱力や⏕ᾭ学⩦のᡂ

ᯝをᆅᇦづ䛟りにいかすために䛿、ேᮦの⫱ᡂが㔜せ䛷す。 

市ෆ䠎学との連携による市民学や⫋ဨが行ᨻのྲྀ⤌や事業等に䛴い䛶ゎㄝするฟ๓

ᙧᘧのㅮᗙなど、市民の学⩦ᶵをᥦ౪し䛶います。ᘬき⥆き、≉Ⰽ䛒る⏕ᾭ学⩦ㅮᗙをᥦ౪

䛷きるよ䛖、市民の学⩦䝙ー䝈のᢕᥱにດめる䜋か、市ෆ䠎学や䝁䝭䝳䝙䝔䜱䝉䞁䝍ー、図᭩㤋、

༤≀㤋との連携をᙉ化するとともに、ၟᕤ業や㎰ᯘ⁺業など、ከᵝな体と連携し䛶い䛟ことが

ᚲせ䛷す。 

また、学校のᩍ⫱άືをᨭするᆅᇦ䝁ー䝕䜱䝛ー䝍ー＊の☜保と⫱ᡂがᚲせ䛷す。 
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（１）地域づくりへの学習成果の活用
地域の中から生涯学習の指導者となる人材を発掘するとともに、講師などの人材

情報の集約と整理を行い、相互に活用できる生涯学習地域人材バンク＊への登録を
進めます。

また、こうした人材情報を市民が企画する講座・教室において共有することにより、
地域での学習活動の活性化を図ります。さらに、学んだことを地域づくりにいかせる
よう、学習成果の活用を支援します。

（２）様々な主体との連携による生涯学習の充実
市民の多様な学習ニーズに対応するため、市内２大学やコミュニティセンター、図

書館、博物館との連携を強化するとともに、様々な機関や組織とのネットワークを構
築し、市民の多様な学習ニーズに応じた講座等を企画します。

また、地域コーディネーター＊の確保と育成により、学校・家庭・地域の連携支援体
制を強化し、学校支援活動を通じて地域の教育力を高めます。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業

 

- 㻝㻢㻣 - 

【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 ᆅᇦ䛵䛟䜚䜈䛾Ꮫ⩦ᡂᯝ䛾ά⏝ 

ᆅᇦの中か䜙⏕ᾭ学⩦の指ᑟ者となるேᮦをⓎ᥀するとともに、ㅮᖌなどのேᮦሗの㞟⣙

とᩚ理を行い、┦にά⏝䛷きる⏕ᾭ学⩦ᆅᇦேᮦ䝞䞁䜽＊䜈のⓏ㘓を進めます。 

また、こ䛖したேᮦሗを市民が画するㅮᗙ・ᩍᐊにおい䛶共有することにより、ᆅᇦ䛷の

学⩦άືのάᛶ化を図ります。䛥䜙に、学䜣䛰ことをᆅᇦづ䛟りにいか䛫るよ䛖、学⩦ᡂᯝのά

⏝をᨭします。 

䠄䠎䠅 ᵝ䚻䛺య䛸䛾㐃ᦠ䛻䜘䜛⏕ᾭᏛ⩦䛾ᐇ 

市民のከᵝな学⩦䝙ー䝈にᑐᛂするため、市ෆ䠎学や䝁䝭䝳䝙䝔䜱䝉䞁䝍ー、図᭩㤋、༤≀

㤋との連携をᙉ化するとともに、ᵝ䚻なᶵ㛵や⤌⧊との䝛䝑䝖䝽ー䜽をᵓ⠏し、市民のከᵝな学

⩦䝙ー䝈にᛂ䛨たㅮᗙ等を画します。 

また、ᆅᇦ䝁ー䝕䜱䝛ー䝍ー＊の☜保と⫱ᡂにより、学校・ᐙᗞ・ᆅᇦの連携ᨭ体制をᙉ化

し、学校ᨭάືを㏻䛨䛶ᆅᇦのᩍ⫱力を㧗めます。 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 
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柏崎マラソン
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施策の方針

施策の体系

市民がそれぞれのライフステージに応じてスポーツに接し、楽しみ、継続することの
できる環境づくりに努めるとともに、自らスポーツを「する」だけでなく、「観る」、「支え
る」、「育てる」ことにも着目し、スポーツによる地域づくり、健康づくり、生きがいづくり
を目指します。

各種スポーツコンベンション＊、スポーツ合宿誘致及びホストタウン＊事業の実施に
より、交流人口を拡大し、地域の活性化とシティセールスの推進につなげます。

本市のスポーツ競技力を総合的に高めるため、これまで以上に各種競技団体との
相互連携を図るとともに、優れた指導者の養成と確保により、国内や世界で通用する
競技者の育成と強化に努めます。

また、「水球のまち柏崎」として、東京オリンピック・パラリンピックの開催を視野に入
れた取組を推進します。

さらに、体育施設利用者の安全・安心を確保するとともに、多様化するニーズに応
じたスポーツ環境の整備に取り組みます。

第3節　スポーツを通じた『たくましさ』をはぐくむ　

 ̍εϙʔπʹΑΔҬͮ Γ͘ੜ͖͕͍ͮ Γ͘ΛਐΊΔ 

（１）ライフステージに応じたスポーツの推進
（２）スポーツによる交流人口の拡大

 ̎શࠃੈքʹ௨༻͢ΔऀٕڝΛҭͯΔ 

（１）競技団体との連携の強化と指導者の養成
（２）競技力の向上に向けた取組の推進　（３）施設の整備と改修

ୈ̏અ　εϙʔπΛ௨ͨ͡h ͨ͘·͠͞ Λɦ͙͘Ή
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1　スポーツによる地域づくりや生きがいづくりを進める

高齢化やライフスタイルの多様化が進行する中、健康の維持や生きがいづくりの
観点から、より多くの市民がスポーツや運動に取り組む機会を持つことが重要です。
このため、誰もが気軽にスポーツや運動に楽しく接することができるよう、きっかけづく
りを行うとともに、継続してスポーツ活動を行うことができる環境の整備が必要です。

また、まち全体でスポーツによる地域づくりを推進していくためには、「する」、「観
る」スポーツに加えて、「支える」、「育てる」スポーツへの取組が大切です。

本市ではこれまで、市民大運動会を始めとする市民スポーツ大会や地域スポーツ
活動などによる市民間の交流、スポーツ合宿誘致活動などによる地域間の交流を進
めてきました。

今後は、スポーツコンベンション＊や水球競技を通じたホストタウン＊事業をシティ
セールスに結び付け、本市を全国や世界に向けてPRしていくことが重要です。

体ҭࢪઃͷར༻ͱεϙʔπ合॓

現況と課題

市民卓球大会

 

- 㻝㻣㻜 - 

 ॶにेるୠतऎॉृেऌऋःतऎॉをਤीるش५এ ڭ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

㧗㱋化や䝷䜲䝣ス䝍䜲䝹のከᵝ化が進行する中、ᗣの維持や⏕きがいづ䛟りのほⅬか䜙、よ

りከ䛟の市民がス䝫ー䝒や運ືにྲྀり⤌䜐ᶵを持䛴ことが㔜せ䛷す。このため、ㄡもがẼ㍍に

ス䝫ー䝒や運ືにᴦし䛟᥋することが䛷きるよ䛖、き䛳かけづ䛟りを行䛖とともに、⥅⥆し䛶ス䝫ー䝒

άືを行䛖ことが䛷きる⎔ቃのᩚഛがᚲせ䛷す。 

また、ま䛱全体䛷ス䝫ー䝒によるᆅᇦづ䛟りを᥎進し䛶い䛟ために䛿、「する」、「ほる」ス䝫ー䝒

に加䛘䛶「ᨭ䛘る」、「⫱䛶る」ス䝫ー䝒䜈のྲྀ⤌がษ䛷す。 

ᮏ市䛷䛿これま䛷、市民運ືをጞめとする市民ス䝫ー䝒やᆅᇦス䝫ー䝒άືなど

による市民間のὶ、ス䝫ー䝒合ᐟㄏ⮴άືなどによるᆅᇦ間のὶを進め䛶きました。 

ᚋ䛿、ス䝫ー䝒䝁䞁䝧䞁䝅䝵䞁＊やỈ⌫➇技を㏻䛨た䝩ス䝖䝍ウ䞁＊事業を䝅䝔䜱䝉ー䝹スに

⤖䜃け、ᮏ市を全ᅜやୡ⏺に向け䛶 㻼㻾 し䛶い䛟ことが㔜せ䛷す。 

 

ମҭࢪઃͷར༻ͱεϙʔπ߹॓ 
ʢ୯Ґɿਓɾஂମʣ 

۠    ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

��� ઃར用ऀࢪମҭࢢ��� ������ ������ ������ ������ 

૯߹ମҭؗʢτϨーχϯάࣨ
Λআ͘ɻʣ ������ ������ ������ ������ ������ 

 ૯߹ମҭؗτϨーχϯάࣨ ����� ����� ����� ����� ����� 

 ΞΫΞύーΫʢ��̼ʣ ����� ����� ����� ����� ����� 

 ΞΫΞύーΫʢΞΠεϦϯΫʣ ����� ����� ����� ����� ����� 

 ΞΫΞύーΫʢϨジϟーϓー
ϧʣ ����� ����� ����� ����� ����� 

εϙーπ߹॓ͷडೖஂମ �� �� �� �� �� 

ʲࢿྉɿεϙーπৼڵ՝ʳ 
 ܭ߹ઃར用ऀͷࢪ։์ମҭߍઃར用ऀͱֶࢪઃར用ऀɺମҭࢪମҭࢢ˞

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 େձٿຽࢢ
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- 㻝㻣㻝 - 

【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 䝷䜲䝣䝇䝔䞊䝆䛻ᛂ䛨䛯䝇䝫䞊䝒䛾᥎㐍 䍾ᗣ䞉ඖẼ䞉䛔䛝䛔䛝ᡓ␎䍿 

総合ᆺᆅᇦス䝫ー䝒䜽䝷䝤＊、ᆅ༊体⫱協、ス䝫ー䝒᥎進委ဨなどがᆅᇦのス䝫ー䝒άື

にᑐし䛶άⓎにྲྀり⤌めるよ䛖、協力・ᨭ体制をᙉ化します。 

また、ス䝫ー䝒のศ㔝にとどま䜙䛪、ศ㔝の㛵連するᶵ㛵等との䝟ー䝖䝘ー䝅䝑䝥を⠏き、

ㄡ䛷もᴦし䛟Ẽ㍍に䝷䜲䝣ス䝔ー䝆に合䛳たス䝫ー䝒άືが䛷きるሙとᶵをᥦ౪することにより、

ス䝫ー䝒によるᆅᇦづ䛟り、ᗣづ䛟り、⏕きがいづ䛟りにྲྀり⤌䜏ます。 

䠄䠎䠅 䝇䝫䞊䝒䛻䜘䜛ὶேཱྀ䛾ᣑ 䍾㨩ຊ䛒䜛䜎䛱ᙧᡂᡓ␎䍿 

ྛ➇技団体や柏崎市ス䝫ー䝒合ᐟㄏ⮴᥎進連⤡協㆟などの㛵係団体との連携を図り、ᾏ

をጞめとする柏崎≉有のほග㈨※をά⏝したス䝫ー䝒䝁䞁䝧䞁䝅䝵䞁＊等によりὶேཱྀをᣑ

し、ᆅᇦのάᛶ化と䝅䝔䜱䝉ー䝹スの᥎進に䛴な䛢ます。 

「Ỉ⌫のま䛱柏崎」を┠指し、ᮾி䜸䝸䞁䝢䝑䜽・䝟䝷䝸䞁䝢䝑䜽の㛤ദをど㔝にධれなが䜙、䝩

ス䝖䝍ウ䞁＊とし䛶Ỉ⌫➇技を㏻䛨た䝉䝹ビ䜰共ᅜ、䝰䞁䝔䝛䜾䝻୧ᅜとのᅜ㝿ス䝫ー䝒・ᩥ化

ὶのᐇ⌧に向けたྲྀ⤌を進めます。 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

��� ઃར用ऀࢪମҭࢢ��� ਓ ������ ਓ 

ຽେӡಈձΛࢢՃऀʢࢀεϙーπΠϕϯτ࠵ओࢢ
আ͘ɻʣ ���� ਓ ���� ਓ 

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

ڵொଜੜ֔εϙーπৼࢢ
 ۀࣄ

தֶߍͷӡಈ෦׆ಈ֎෦ࢦಋऀʹର͢Δࢧԉ 
খதମҭ࿈ໍ͕ओ͢࠵Δେձग़ʹର͢Δࢧԉ 

 ɾখதମҭ࿈ໍࢢ

ڠɾεϙーπਪਐҕһࢢ ࠵ຽεϙーπେձͷ։ࢢ ۀࣄຽεϙーπେձࢢ
ٞձɾࢢମҭڠձ 

εϙーπ݈ͮ͘߁Γط ۀࣄଘؒۀࣄͷ࿈ܞεϙーπࢪઃͷ׆用ʹΑΔऔ
ͷॆ࣮ 
ॅຽࢀՃܕͷεϙーπʹΑΔ݈ͮ͘߁Γͷௐࠪɺ
 ڀݚ

 ࢢ

ਫٿͷ·ͪദ࡚ਪਐۀࣄ ਫٕڝٿͷԽʹ͚ͨϗετλϯۀࣄͷ
ਪਐ 

 ҕһձߦɾ࣮ࢢ

 

  

（１）ライフステージに応じたスポーツの推進 «健康・元気・いきいき戦略»
総合型地域スポーツクラブ＊、地区体育協会、スポーツ推進委員などが地域のスポ

ーツ活動に対して活発に取り組めるよう、協力・支援体制を強化します。
また、スポーツの分野にとどまらず、他分野の関連する機関等とのパートナーシップ

を築き、誰でも楽しく気軽にライフステージに合ったスポーツ活動ができる場と機会
を提供することにより、スポーツによる地域づくり、健康づくり、生きがいづくりに取り
組みます。

（２）スポーツによる交流人口の拡大 «魅力あるまち形成戦略»
各競技団体や柏崎市スポーツ合宿誘致推進連絡協議会などの関係団体との連

携を図り、海を始めとする柏崎特有の観光資源を活用したスポーツコンベンション＊

等により交流人口を拡大し、地域の活性化とシティセールスの推進につなげます。
「水球のまち柏崎」として、東京オリンピック・パラリンピックの開催を視野に入れな

がら、ホストタウン＊として水球競技を通じたセルビア共和国、モンテネグロ両国との
国際スポーツ・文化交流の実現に向けた取組を進めます。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業
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2　全国や世界に通用する競技者を育てる

本市ではこれまで、柏崎市体育協会や各競技団体と連携しながら選手や団体の
育成を強化し、その結果、全国大会への出場など、一定の成果が見られています。

加えて、2016年リオデジャネイロオリンピックには、本市にゆかりのある５人の選
手が出場したことにより、市民のスポーツに対する関心が高まっています。この機運
を東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて更に高め、まち全体で競技スポ
ーツを支援することが大切です。

一方で、優秀な指導者の養成・確保や若年世代の優秀競技者の市外への流出が
課題となっています。このため、柏崎市体育協会を始めとする関係団体等に対する
継続した支援と連携の強化により、計画的な指導者の養成と選手の強化に取り組
むことが必要です。

また、多様化するスポーツへの要望に対応して、スポーツ施設の利活用の検討を
行うとともに、適正な維持管理と計画的な施設改修を行うことが必要です。

શࠃେ会Ҏ্ͷग़ ɾऀೖऀ

現況と課題

第２回全日本ジュニア（U17）水球競技選手権大会
-かしわざき潮風カップ2016-

 

- 㻝㻣2 - 

 ৸বृ਼ੀにৢ৷する଼ૼをथる ڮ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᮏ市䛷䛿これま䛷、柏崎市体⫱協やྛ➇技団体と連携しなが䜙㑅ᡭや団体の⫱ᡂをᙉ化

し、䛭の⤖ᯝ、全ᅜ䜈のฟሙなど、一定のᡂᯝが見䜙れ䛶います。 

加䛘䛶、㻞㻜㻝㻢 ᖺ䝸䜸䝕䝆䝱䝛䜲䝻䜸䝸䞁䝢䝑䜽に䛿、ᮏ市に䜖かりの䛒る䠑ேの㑅ᡭがฟሙした

ことにより、市民のス䝫ー䝒にᑐする㛵ᚰが㧗ま䛳䛶います。このᶵ運をᮾி䜸䝸䞁䝢䝑䜽・䝟䝷䝸

䞁䝢䝑䜽の㛤ദに向け䛶᭦に㧗め、ま䛱全体䛷➇技ス䝫ー䝒をᨭすることがษ䛷す。 

一᪉䛷、ඃ⚽な指ᑟ者の㣴ᡂ・☜保やⱝᖺୡ௦のඃ⚽➇技者の市እ䜈のὶฟがㄢ㢟とな

䛳䛶います。このため、柏崎市体⫱協をጞめとする㛵係団体等にᑐする⥅⥆したᨭと連携

のᙉ化により、計画的な指ᑟ者の㣴ᡂと㑅ᡭのᙉ化にྲྀり⤌䜐ことがᚲせ䛷す。 

また、ከᵝ化するス䝫ー䝒䜈のせᮃにᑐᛂし䛶、ス䝫ー䝒施設のά⏝の᳨ウを行䛖とともに、

適正な維持管理と計画的な施設ᨵಟを行䛖ことがᚲせ䛷す。 

 

શࠃେձҎ্ͷग़ऀɾೖऀ 
ʢ୯Ґɿਓɾஂମʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

ग़ʢݸਓʣ �� �� �� �� �� 

 � � � � �� େձग़ࡍࠃ 

ग़ʢஂମʣ �� �� �� �� �� 

ೖʢݸਓʣ �� �� � �� �� 

ೖʢஂମʣ � � � � � 

ʲࢿྉɿεϙーπৼڵ՝ʳ 

˞ೖ � Ґ·Ͱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
ୈ̎ճશຊジϡχΞʢ6��ʣਫٕڝٿબखݖେձ ʕ͔͠Θ͖͟ை෩Χοϓ ����ʕ 
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- 㻝㻣㻟 - 

【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 ➇ᢏᅋయ䛸䛾㐃ᦠ䛾ᙉ䛸ᣦᑟ⪅䛾㣴ᡂ 

柏崎市体⫱協、ᑠ・中学校体⫱連┕、ྛ➇技団体との連携をᙉ化し、ඃ⚽な➇技者ཬ䜃

指ᑟ者の㣴ᡂや☜保にྲྀり⤌䜏ます。 

䠄䠎䠅 ➇ᢏຊ䛾ྥୖ䛻ྥ䛡䛯ྲྀ⤌䛾᥎㐍 䍾㨩ຊ䛒䜛䜎䛱ᙧᡂᡓ␎䍿 

柏崎市体⫱協をጞめとするྛ➇技団体と連携するとともに、学校㒊άື䜈のᨭをᙉ化し、

全ᅜやୡ⏺䛷㏻⏝する䝖䝑䝥䜰ス䝸ー䝖の⫱ᡂや➇技力の向上を┠指します。 

また、ᮾி䜸䝸䞁䝢䝑䜽・䝟䝷䝸䞁䝢䝑䜽の㛤ദに向け䛶、♫ேỈ⌫䝏ー䝮䜈のᙉ化ᨭを

⥅⥆するとともに、「Ỉ⌫のま䛱柏崎」に䜅䛥䜟しい⦎⩦⎔ቃのᩚഛに䛴い䛶᳨ウを行います。 

䠄䠏䠅 タ䛾ᩚഛ䛸ᨵಟ 

ྛス䝫ー䝒施設䛿、指定管理者＊と連携をᙉ化し、⏝者のᏳ全の☜保と౽ᛶの向上、➇

技力の向上を༑ศ⪃៖したᩚഛ・ᨵಟを計画的に進めます。また、施設✌働⋡の向上やከᵝ

化する⏝者䝙ー䝈䜈のᑐᛂにྲྀり⤌䜏ます。 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

શࠃେձҎ্ͷೖ ݸਓ �� ਓ 
ஂମ ̔ஂମ 

�� ਓݸ ਓ 
ஂମ �� ஂମ 

શࠃେձҎ্ͷग़ ݸਓ �� ਓ 
ஂମ �� ஂମ 

�� ਓݸ ਓ 
ஂମ �� ஂମ 

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

 ԉࢧಈʹର͢Δ׆ձͷڠମҭࢢദ࡚ ۀࣄಋऀཆɾஂମҭࢦ
૯߹ܕҬεϙーπΫϥϒˎٴͼ۠ମҭڠ
ձͷ׆ಈʹର͢Δࢧԉ 

 ࢢ

બखڧԽۀࣄ ദ࡚ਫӭ࿈ໍɺദ࡚ϋϯυϘーϧڠձɺദ࡚
ಈ׆νーϜͷ֤ٿձɺࣾձਓਫڠٕڝ্ࢢ
ʹର͢Δࢧԉ 

 ମஂٕڝձɾڠମҭࢢɾࢢ

 ࢢ ԉࢧେձҎ্ͷग़ऀʹର͢Δࡍࠃ ۀࣄେձग़ྭࡍࠃ

ମҭࢪઃඋࢢ ۀࣄεϙーπࢪઃͷඋɾվम ࢢɾࢦఆཧऀ 

 

  

（１）競技団体との連携の強化と指導者の養成
柏崎市体育協会、小・中学校体育連盟、各競技団体との連携を強化し、優秀な競

技者及び指導者の養成や確保に取り組みます。

（２）競技力の向上に向けた取組の推進 «魅力あるまち形成戦略»
柏崎市体育協会を始めとする各競技団体と連携するとともに、学校部活動への支

援を強化し、全国や世界で通用するトップアスリートの育成や競技力の向上を目指し
ます。

また、東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、社会人水球チームへの強
化支援を継続するとともに、「水球のまち柏崎」にふさわしい練習環境の整備につい
て検討を行います。

（３）施設の整備と改修
各スポーツ施設は、指定管理者＊と連携を強化し、利用者の安全の確保と利便性

の向上、競技力の向上を十分考慮した整備・改修を計画的に進めます。また、施設
稼働率の向上や多様化する利用者ニーズへの対応に取り組みます。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業
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